
新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表では、『Cisco DNA Centerプラットフォームユーザガイド』における新機能および変更
された機能を要約し、その参照先を示しています。

表 1 : Cisco DNA Centerプラットフォーム、リリース 1.3.3.0の新機能および変更された機能

参照先説明機能

第 5章「プラットフォーム
管理 GUI」の「バンドルの
設定：ServiceNowのCMDB

データ同期」を参照してく

ださい。

Cisco DNACenterから ServiceNow CMDBにインベン
トリと SWIMフィールドをマッピングして、データ
を同期できるようになりました。これらのフィール

ドは、属性または参照フィールドとしてマッピング

できます。さらに、各 CIを特定の CIクラスに割り
当てることができます。たとえば、ルータやスイッ

チなどのデバイスタイプCIクラスでServiceNowネッ
トワーク設定項目（CI）を指定できます。

Cisco DNA Center GUIを使用してこれらの
フィールドをマッピングします。[Platform]
> [Manage] > [Bundle] > [Basic ITSM
(ServiceNow) CMDB synchronization]バンド
ルをクリックして、データの同期を設定す

るバンドルにアクセスします。

（注）

CiscoDNACenterと構成管理データ
ベース（CMDB）間のデータの同期
の拡張
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参照先説明機能

ダッシュボードを使用して

ITSM統合とリンクを確認
する方法については、第8章
「Runtime Dashboard」の
「イベント概要の確認」を

参照してください。

要件や説明的な

ワークフローな

ど、この新機能の

詳細については、

『Cisco DNA
Center ITSM
Integration Guide,
Release 1.3.3.0』
の付録 A「SWIM
Closed Loop
Automation」を参
照してください。

（注）

SWIMクローズドループ自動化は、CiscoDNACenter
でソフトウェアデバイスイメージのプロビジョニン

グを設定するユーザで構成されます。この設定情報

は、即時またはスケジュールされた変更要求として

Cisco DNA Centerから直接 ServiceNowに送信されま
す。ServiceNow管理者は変更要求を確認し、
ServiceNowで承認または拒否します。その後、変更
要求の受け入れまたは拒否が Cisco DNA Centerに通
知されます。

ServiceNowから承認された変更要求を受信した後、
Cisco DNA Centerはその時点またはスケジュールさ
れた将来の時刻にソフトウェアアップデートを実行

します。

Cisco DNA Centerでソフトウェアアップデートが正
常に実行されると、通知（タスクの完了）が

ServiceNowに返されます。ソフトウェアアップデー
トが失敗した場合もServiceNowに通知され（タスク
の失敗）、ユーザは Cisco DNA Centerでソフトウェ
アアップデートを手動で実行できます。

Cisco DNACenterと ITSM間の新し
いソフトウェアイメージ管理

（SWIM）クローズドループ自動
化。

第 5章「プラットフォーム
管理 GUI」の「バンドルの
設定：ServiceNowのCMDB

データ同期」を参照してく

ださい。

新しい GUIタスクウィンドウが [Basic ITSM
(ServiceNow) CMDB synchronization] バンドルに追加
され、ServiceNowデータフィールドの選択、トラン
スフォームの更新、および送信元識別子と操作制限

の設定が可能になりました。また、このバンドルの

統合フローは、[Create Inventory List]から [Schedule
to Publish Inventory Details ServiceNow Connector]に変
更されました。

CMDB同期の変更を反映するため
に GUIでバンドルに加えられた更
新。

第5章「プラットフォーム管
理 GUI」の「バンドルの設
定：イベントを受信する宛

先」および「バンドルの設

定：ServiceNowのアクセス

設定」を参照してくださ

い。

次の更新が行われました。

• [SWIM Events for REST API Endpoints]バンドル
はこのリリースで廃止され、今後のリリースか

ら削除されます。

• [SWIMEvents for ITSM (ServiceNow)]バンドルで
は、統合フロー [Schedule to publish SWIM events
- ServiceNow Connector]がバンドルの [Contents]
タブから削除されました。

ServiceNow機能を使用した新しい
SWIMクローズドループ自動化を反
映するために GUIでバンドルに加
えられた更新。
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参照先説明機能

第6章「設定」の「イベント
設定の構成」を参照してく

ださい。

[Device Image Outdated]（SWIMイベント）が [Event
Settings]ページから削除されました。

GUIの [Events Settings]ウィンドウ
に対する更新。これらの更新は、

ServiceNowを使用した新しいSWIM
クローズドループ自動化の変更を反

映するために行われました。

第7章「[Developer Toolkit]
GUI」の「データとレポー
トの操作」を参照してくだ

さい。

新しい [Executive Summary]レポートでは、ネット
ワークデバイスおよびクライアントに関するデータ

を使用して、ネットワークのパフォーマンスを分析

できます。Cisco DNA Center GUIを使用して
[ExecutiveSummary]機能にアクセスします。[Platform]
> [Developer Toolkit] > [Data and Reports] > [Executive
Reports]（サンプルを表示する場合は [Sample]、レ
ポートをスケジュールする場合は [Schedule]）の順に
クリックします。

新しい [Executive Summary]レポー
ト
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